










阪 神 ・淡 路 大 震 災 と ビ ジ ュアル コ ミュニ ケー シ ョ ン
ー 調査報告 と今後 への教訓 一
坂田岳彦/関西芸術短期大学(非常勤講師)
阪神 ・淡路大震災か ら3年 以上が たち,マ
スコ ミか ら震災関連の ニュースが減 って風化
しっっあ るが,ビ ジsア ル コ ミュニケー シ ョ
ンデザイ ンとい うものが危機管理 にどういっ
たかた ちで関 われ るの か,と いうことを考え
てい きた い。
当時を振 り返 ると,都 市計画や建築の関係
者が いち早 く被災地 に入 って調査を して いた
のに対 し,デ ザイナーはあ まりに無力であ っ
た。 この機 にあってデザ イナ ーは何を成すべ
きか,と 自問 自答が続 き,何 もで きない 「苛
立ち ・焦 り」 のような ものを感 じて いた。F
悩んで いて も仕方が ないので,と りあえず
カメラを持 って被災地 をまわ ってみ ると,か
って見た ことのない膨大な量の貼紙があ ちこ
ちに貼 られて いることに気づ き,こ れ らの貼
紙 に見 られる ビジュアルコ ミュニケーシ ョン
の記録を とり,検 証す ることによって,デ ザ
イ ンの社会的 な役割 という ものが見えて くる
ので はな いか,と いうところか らこの調査が
始 まった。
貼紙 は被災者 の声を代弁 して いるようにも
思え た。時間 の経過 とともに貼紙の内容 も変
わ る。記録 した写真を時系列で並べ ると,被
災当 日,3日 目,1週 間,10日,1ヵ 月,3
ヵ月,半 年…と,そ のときどきで何が必要だっ
たか,と い うこと も大 まか に見えて くるので







































位 はあるのかないのか,非 常 にわか りづ らい
ステ ッカーだった(7)。コ ピーされ たもの も大
量 に出回 り,結 局 このステ ッカーの効力が な
くな って大渋滞 を招 き,大 混乱 に陥 った(半
年後,コ ピーで きない精巧な ものがっ くられ
た)。
●地図……阪急御影 とJR住 吉 ・阪神 御影 を
歩 いて乗 り継 ぐルー トが しば らく続いた。(8)
は阪急御影 に設置 された案内図。3社 並べて
設置 されて いるのだが,そ れぞれの図が少 し
ずつ違 って いて非常 にわか りづ らい。3社 共
同で1枚 にまとめて,も っと的確 に伝えて欲
しか った。
●外国人 に対す るケア……⑨ は外国人支 援団
体 の10言語 による貼紙。 ミシン目の入 ったチ ッ
プの部分 に電話番号が書 いてあ り,ち ぎれ る
よ うになって いる。
●聴覚障害者の ケア……聴 覚障害者 は一 見,
健常者 と見分 けがっかな いため,周 りか らの
援護の ないまま大変な苦労を された と聞 く(10)。
聴覚障害 と視覚伝達 は,い わば裏表の関係 に
あ り,バ リアフ リーを 目指 したサ インデザ イ
ンの重要 さを痛感 した。
以上の よ うに,特 に 「災害後」 において ビ
ジュァルコ ミュニケーシ ョン(特 にサイ ン)
の重要 さを改 めて認識 した。絵 文字 や点字 も
含 めた多言語表記 による情報伝達 システ ムを
構築 してお くな どの努力 も必要 であ ろう。
デザ イ ンの語源 は,デ ・サ インであ る。 本
来すべて のデザ イ ン領域 に通底 す るサイ ンを
区分 け したのが今 日のデザ イ ンであ るが,も
ういちどデザイ ンその ものを総 合的 にとらえ,
非常時 を も対象 と して,人 間の生活を守 るこ
とに力を尽 くすべ きで あろう。
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